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■論文要旨■

  中部電力の様々な業務に活用されているシーティーアイの富士通機は，１箇所のセンタ

に計算機本体をはじめとしたＨ／Ｗ機器およびディスク・ＭＴ等のデータが集中して設置さ

れている．このため，被災時にセンタが壊滅的な打撃を受けると，業務処理の停止・データ

の消失という事態になり，企業活動が停止する．

また，電気設備点検などセンタ運用停止日は業務処理も停止していた．

　そこで，Ｈ／Ｗ機器およびデータを業務の種類により２拠点に分散して配置し，相互にデ

ータを保全することで，被災時などに備えたバックアップ運用を可能とした「富士通機２拠

点化システム」を構築した．その結果，中部電力という公共性の高い企業の被災時におけ

る業務停止の防止及び，電気設備点検時のバックアップ運用による年間業務稼動時間の

延長を実現した．

　なお，このシステムの最大の特長は，利用者が業務の分散配置やデータの保全を意識

することなく利用できる点と，これらの運用を自動化した点である．
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１．はじめに

　中部電力㈱は愛知・岐阜・三重・長野・静岡（富士川以西）の中部５県下約１，０００万世帯に電

力を供給する電力会社であり，その関係会社である㈱シーティーアイは，平成元年に設立された．

㈱シーティーアイ所有の中部電力用の計算機には，富士通機とユニシス機があり，富士通機では

経理・資材・工事・各種設備管理などの業務が，ユニシス機では営業・配電といった業務が稼動し

ている．

　今回の紹介では平成６年度から計画し，実作業としては平成９年１０月から平成１１年１月にか

けて実施した富士通機２拠点化システムについて，システムの構成やデータ保全方式の特徴に

ついて述べる．

２．富士通機２拠点化システムの構築

２．１　システム構築の背景

　富士通機（ＧＳ８４００／５００）では，工事・資材・経理総合システム（以下，工資経システム）をは

じめ各種設備管理システム，地図情報システム，用地管理システムなど中部電力の様々な業務

処理に活用されているが，１箇所のセンタに計算機本体およびディスク・ＭＴ等のデータも集中し

て設置されているため，被災によりセンタが壊滅的な打撃を受けると業務処理の復元は非常に困

難であった．また，電気設備点検などのセンタ停止時は，業務処理も停止していた．

　そこで，計算機本体およびディスク・ＭＴなどのデータを業務の種類により２拠点（稲永センタ，名

駅南センタ）に分散して配置し，相互にデータ保全することで，被災時および電気設備点検等のセ

ンタ停止時のバックアップ運用を可能とするための富士通機２拠点化システムを構築することとし

た．

　なお，ユニシス機については平成５年５月に２拠点化を実施しており，現在データ保全システム

について構築中である．

２．２　システムにおける基本方針

　富士通機２拠点化システムでは以下の基本方針の下にシステムを構築した．

① センタが機能不全となるような被災時の業務データの喪失を防ぎ，可能な限り速やかに業務
処理が稼動可能な状態にする．

② 電気設備点検などのセンタ運用停止時に，相手拠点でのバックアップ運用により，業務処理
の稼動を可能とする．

③ バックアップ運用のために通常時は遊休しているような，いわゆる「バックアップセンタ」では
無く，通常運用時もそれぞれの用途で稼動している計算機による「相互バックアップ」を行う．

④ ２拠点に伴う設備費用は従来構成における設備費用と同等に抑える．

２．３　システムにおけるバックアップ方針

　富士通機２拠点化システムでは被災時に可能な限り直前のトランザクションまでを保証すること

を前提として，以下をバックアップの方針とした．

① 被災時には，重要なオンライン業務を２～３時間で稼動可能とする．
② 被災後のバッチ業務については，業務システムを含め２～３日の復旧処理の後に重要ジョブ
を稼動可能とする．

③ 電気設備点検など（休日）においても，重要なオンライン業務について稼動可能とする．

３．システム全体構成と概要

３．１　従来システムの構成

　従来のシステム構成を図１に示す．

業務システムはＧＳ８４００／５００により５クラスタを１論理システムとしたマルチクラスタ構成で稼

動しており，５クラスタの役割は以下のとおりであった．
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① 運用管理　　　：外部（他のホスト計算機や各事業所サーバ）連携処理や運用管理システム
　　　　　　　　　　　のコンピュータセンタ操作処理

② 工資経１，２　：工資経システムや地図業務などのＡＩＭ系業務処理をロードシェア方式でＣＰ
　　　　　　　　　　Ｕ負荷に応じ，振り分けして使用

③ 設備管理１，２：設備管理業務などのＡＤＡＢＡＳ系業務処理を過去の実績から処理量に応じ
　　　　　　　　　　て，振り分け配置して使用

　また，そのほかとして，Ｍ１６００／４×２台にてＥＤＩ等の対外連携業務を行い，Ｍ１８００／２０に

て開発業務を行っていた．

ＧＳ８４００／５００ＧＳ８４００／５００ＧＳ８４００／５００ＧＳ８４００／５００

GS8600GS8600

Ｍ１８００／２０Ｍ１８００／２０Ｍ１８００／２０Ｍ１８００／２０

図１　従来システムの構成図１　従来システムの構成図１　従来システムの構成図１　従来システムの構成
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３．２　富士通機２拠点化システムの構成

３．２．１　通常時の構成

　通常時の富士通機２拠点化のシステム構成を図２図２図２図２に示す．

稲永センタ側には工資経１，２クラスタを残し，名駅南センタ側に設備管理１，２クラスタを移設さ

せ，それぞれ相手拠点のデータ保全を専用の保全クラスタにより行う構成とした．

また，従来別計算機で稼動していた対外連携業務及び開発業務を稲永ＧＳ８４００・名駅南ＧＳ８０

００のクラスタとして吸収し，すべての計算機やディスク装置をコストパフォーマンスに優れたＧＳシ

リーズなどに置き換えることで，費用を２拠点化実施後も，従来と同程度とすることができた．
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３．２．２　稲永センタでのバックアップ運用時の構成

　稲永センタでのバックアップ運用時のシステム構成を図３図３図３図３に示す．

被災または電気設備点検などにより名駅南センタが停止する場合，稲永センタ側の設備管理用

保全クラスタを設備管理クラスタとして，テスタクラスタを設備管理の運用管理クラスタとしてそれ

ぞれ起動することで，設備管理業務のバックアップ運用を実現している．したがって，バックアップ

運用時の設備管理の業務処理は１クラスタでの縮退運転となる．

ＧＳ８４００／７００ＧＳ８４００／７００ＧＳ８４００／７００ＧＳ８４００／７００

GS8600GS8600
GS8600GS8600

ＧＳ８０００／６００ＧＳ８０００／６００ＧＳ８０００／６００ＧＳ８０００／６００

工
資
経
保
全

工
資
経
保
全

テ
ス
タ

テ
ス
タ

開　

発

開　

発
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３．２．２　名駅南センタでのバックアップ運用時の構成

　名駅南センタでのバックアップ運用時のシステム構成を図４図４図４図４に示す．

被災または電気設備点検などにより稲永センタが停止する場合，名駅南センタ側の開発クラスタ

を工資経クラスタとして，工資経用保全クラスタを工資経の運用管理クラスタとしてそれぞれ起動

することで，設備管理業務のバックアップ運用を実現している．したがって，バックアップ運用時の

設備管理の業務処理は１クラスタでの縮退運転となる．

　さらに，テスタクラスタを対外連携クラスタとして起動することで，対外連携機能のバックアップ運

用を実現している．
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図４　システムの構成（名駅南センタでのバックアップ運用時）図４　システムの構成（名駅南センタでのバックアップ運用時）図４　システムの構成（名駅南センタでのバックアップ運用時）図４　システムの構成（名駅南センタでのバックアップ運用時）
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４．システムの特長

４．１　支店ＳＵＲＥによる拠点自動振り分けの実施

４．１．１　ネッワーク構成

　従来，基幹系ネットワークは，稲永センタのＳＵＲＥから１００台余りの汎用サーバ（三菱・東芝製

オフコン）へパケットまたは専用線で直接接続していた．また，ネットワークプロトコルとしては，ＯＳ

を採用していた．

　しかし，その構成で２拠点化を実施すると全ての回線を２重化する必要があることから，ネットワ

ークプロトコルにＴＣＰ／ＩＰを全面採用し，ルータネットワークによる高速通信網へ移行することと

なった．

　富士通機２拠点化時のネットワーク構成は，図５図５図５図５に示すとおりであり，各拠点のＳＵＲＥと中部電

力の各支店（９箇所）に置かれた支店ＳＵＲＥが６ＭＢの専用線で接続され，支店以下の事業所は，

１．５ＭＢ～３ＭＢの回線で結ばれたルータネットワークとなっている．

事業所ＦＤＤＩ事業所ＦＤＤＩ

富士通ホストＦＤＤＩ富士通ホストＦＤＤＩ
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図５　ネットワーク全体構成
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(飯田)
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(火力ｾﾝﾀ)

…

ルータネットワーク
（ＴＣＰ／ＩＰ）

サーバ×約１００台
ＷＳ×約３０００台

ホストネットワーク
（ＯＳＩ）
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４．１．２　拠点自動振り分け機能の実施設備の検討

　４．１．１４．１．１４．１．１４．１．１で示したルータネットワークにより，汎用サーバは稲永・名駅南の両センタに接続可能な

構成となったが，業務利用者が１台のＷＳから両センタの業務を利用する際に，接続先拠点・クラ

スタの意識をさせないことを前提とすると，各事業所での自動振り分け機能が必要となった．そこ

で，検討した結果，下記の点により，各支店にリモートＳＵＲＥ（以下支店ＳＵＲＥという）を設置して

当機能を実現した．

① 現行ソフト資産の改修が不要．
② 振り分けによる処理的遅延がほとんどない．
③ ホストとの情報伝達が容易．
④ フォールトトレラントマシンのため，信頼性が高い．
⑤ 振り分け実施箇所が９箇所で済むため，運用管理が容易．

４．１．３ 　支店ＳＵＲＥによる拠点自動振り分けの方式
　支店ＳＵＲＥによる拠点自動振り分けのキーは，利用するサービスにより下表１表１表１表１のとおり異なる

が，基本的には該当業務の動作するホストからの立上げ時の指示により，支店ＳＵＲＥは業務の

接続先のクラスタを決定する．この機能により，サーバ側の利用者は，どこのセンタで業務処理さ

れているか意識することがない．

　さらに，工資経ホストについてはＣＰＵ負荷によりクラスタへの接続セッションを動的に振り分け，

負荷を均等化する制御も支店ＳＵＲＥにて実施している．

この支店ＳＵＲＥ上の振り分け機能は富士通標準のＮＥＴＳＴＡＧＥを採用することで，開発費用と

運用負荷の軽減を図ることができた．

　また，被災・電気設備点検時はホスト側からバックアップ状態であることを支店ＳＵＲＥに指示す

ることにより，業務の動作するクラスタへ接続することができる（図６図６図６図６参照）．

表１　拠点自動振り分けキー

サービス ＯＳＩサービス名 *1 振り分けキー 振り分け先

オンライン Ｆ６６５０ ｏｎ ＯＳＩ プロシジャ名
該当業務の稼動するクラスタ

へ接続

ＴＳＳ 〃 ユーザＩＤ 〃

メール ＭＨＳ なし
工資経の運用管理クラスタへ

接続

ファイル転送 ＦＴＡＭ なし 〃

*1　ＯＳＩのサービスをＴＣＰ／ＩＰ上に実現した『ＲＦＣ１００６』により，ルータネットワークに対応．
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図６　リモートＳＵＲＥによる拠点自動振り分け図６　リモートＳＵＲＥによる拠点自動振り分け図６　リモートＳＵＲＥによる拠点自動振り分け図６　リモートＳＵＲＥによる拠点自動振り分け
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支店支店

下位事業所下位事業所

汎用サーバ汎用サーバ

支店
ＳＵＲＥ

支店
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＜凡例＞
　　　：通常時の
　　　　接続ルート
　　　：被災・点検時
　　　　接続ルート

＜凡例＞
　　　：通常時の
　　　　接続ルート
　　　：被災・点検時
　　　　接続ルート

４．２　データの種類に応じた保全の実施

　ホスト上に存在する各種のデータ種類に応じ，データ保全の方式も複数構築する必要があった

（表２表２表２表２参照）．以下にそれぞれのデータ保全方式の概要を述べる．

表２　データ種類と保全方式表２　データ種類と保全方式表２　データ種類と保全方式表２　データ種類と保全方式

データ種類 保全数
保全

容量
データ保全方式

データ保

証

説明

図

ＡＩＭ／ＤＢ
７９７

スキーマ
５１ＧＢ

リモートＦＣＵによりＴＲＤログ

（差分データのみ）を転送

直前の

トランザクション
図７図７図７図７

ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢ
５５４

ファイル
４４ＧＢ

ファイル転送によりプロテク

ションログを転送
１時間前 図９図９図９図９

一般データセット
１，３６４

ファイル
１６ＧＢ

ファイル転送により前日更新

分のデータセットのみを転送
１日前 図１０図１０図１０図１０

重要ＭＴ ６８５本 －
リモートＭＴＬにより前日更新

分のファイルのみを転送
１日前 図１１図１１図１１図１１

４．２．１　ＡＩＭ／ＤＢ保全方式

　ＡＩＭ／ＤＢは工資経システム等ＡＩＭ系業務にて使用しているデータベースであり，オンライン時

間帯はログ有りの更新処理にてＤＢ更新を実施しているが，バッチ時間帯は更新量等によりログ

有りとログ無しの更新を組み合わせてＤＢを更新しており，業務処理を含めてデータの保全方式

について検討する必要が発生した．検討した内容の詳細については次章次章次章次章で述べるが，以下では

保全方式の概略を説明する．

（１）ＡＩＭ／ＤＢの保全方式（ログ有り更新時）

　オンライン時間帯においてＡＩＭ／ＤＢは，常にＡＩＭオンライン処理または汎用サーバからのメー

ルにより更新されているため，被災直前のトランザクションを保証する必要があった．そこで，ログ

有りＤＢ更新についてはリモートＦＣＵにより，ログを相手拠点にミラーリングすることでそれを実現

した．
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 また，この方式により，差分データのみを転送する方式でのデータ保全が可能となった．

実際のデータ保全の流れを以下に示す（図７図７図７図７参照）．

① 業務ＡＰＬにより正センタのＡＩＭ／ＤＢが更新される．
② ＡＩＭ／ＢＫＵＰ（バックアップセンタ構築支援機能）がＴＲＤ（ＴＲａｎｓａｃｔｉｏｎ ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｄａｔ

ａ ｏｆ ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）ログを正センタのリモートＦＣＵ上に書き込む．

③ 正センタのリモートＦＣＵ上に書かれたＴＲＤログは即座に保全センタに転送される．
④ リモートＦＣＵ上のＴＲＤログ切り替え時（通常は３０分間隔の強制切り替え）に保全センタにて
分類処理が起動され，ＴＲＤログが業務単位に分類される．

⑤ 反映処理にて分類後のＴＲＤログを読み込み，保全センタの業務ＡＩＭ／ＤＢにデータ更新が
行われ，正センタのＡＩＭ／ＤＢとの同値性が保たれる．

GS8600

GS8600

ﾘﾓｰﾄFCU

業務
DB同値性

正センタ正センタ正センタ正センタ正センタ正センタ正センタ正センタ

業務
DB

ミラーリングミラーリングミラーリングミラーリング

GS8600GS8600

業務
APL
業務
APL

TRD TRD

反映
処理

反映
処理

ﾘﾓｰﾄFCUFCU FCU

AIMAIM AIM/BKUPAIM/BKUP

図７　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全方式（ログ有り更新時）図７　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全方式（ログ有り更新時）図７　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全方式（ログ有り更新時）図７　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全方式（ログ有り更新時）

分類
処理

分類
処理

保全センタ保全センタ保全センタ保全センタ保全センタ保全センタ保全センタ保全センタ

①①①① ②②②②

③③③③

AIM/BKUP,BACCASAIM/BKUP,BACCAS

④④④④ ⑤⑤⑤⑤

（２）ＡＩＭ／ＤＢの保全方式（ログ無し更新時）

　バッチによりＡＩＭ／ＤＢを大量更新する場合は，処理の高速化とログ量を抑制するために，以前

からログを停止して更新処理を実施していた．ログを停止した場合は（１）のようなＴＲＤログによる

データ保全が不可能となるため，特別なデータ保全方式が必要となる．その場合の方式を以下に

示す（図８図８図８図８参照）．

① 業務ＡＰＬまたはユーティリティにより正センタのＡＩＭ／ＤＢが更新される．
② 業務ジョブに追加したＴＤＵＭＰ取得＆転送依頼のステップにより，ＴＤＵＭＰの取得および保
全センタへの転送依頼が行われる．

③ 正センタから保全センタへＴＤＵＭＰデータが転送される．
④ 転送完了およびログ無し処理の開始ポイントまでログ反映処理が進んだタイミングでＴＬＯＡ
Ｄジョブが起動されＴＬＯＡＤ処理により該当スキーマ全体が 新状態に更新される．
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図８　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全方式（ログ無し更新時）図８　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全方式（ログ無し更新時）図８　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全方式（ログ無し更新時）図８　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全方式（ログ無し更新時）
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TDUMP取得
＆転送依頼
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業務ジョブ
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ＴＬＯＡＤ処理ＴＬＯＡＤ処理

ＴＬＯＡＤジョブ

①①①① ②②②② ④④④④③③③③

４．２．２ 　ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢ保全方式
　ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢは設備管理などで使用しているＤＢであり，ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢはリモートＦＣＵで

のミラーリングは不可能であるため，１時間に１回プロテクションログを保全センタにファイル転送

することでデータ保全を実現した．

データ保全の流れを以下に示す（図９図９図９図９参照）．

① 業務ＡＰＬにより正センタのＡＤＡＢＡＳ／ＤＢが更新される．
② ＡＤＡＢＡＳによりプロテクションログを取得される．
③ ＡＤＡＢＡＳバックアップシステムが１時間に１回プロテクションログを強制的に切り替え，コピ
ーをディスク上に作成する．

④ プロテクションログのコピーをファイル転送により保全センタへ送る．
⑤ ファイル転送完了後，保全センタにてプロテクションログを読み込みＡＤＡＢＡＳ／ＤＢを更新
し，正センタのＡＤＡＢＡＳ／ＤＢとの同値性が保たれる．

図９　ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢのデータ保全方式図９　ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢのデータ保全方式図９　ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢのデータ保全方式図９　ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢのデータ保全方式
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正センタ正センタ正センタ正センタ

一般
ＤＳ

GS8600GS8600

プロテクション
ログ

FCU FCU

保全センタ保全センタ保全センタ保全センタ

ファイル
転送

一般
ＤＳ

ＡＤＡＢＡＳ
ＤＢ群

プロテクション
ログ

一般
ＤＳ
一般
ＤＳ

ＡＤＡＢＡＳ
ＤＢ群

ＡＤＡＢＡＳ
バックアップ

ＡＤＡＢＡＳ
バックアップ

ＡＤＡＢＡＳＡＤＡＢＡＳ

①①①①

業務
APL

業務
APL

ＡＤＡＢＡＳＡＤＡＢＡＳ

ＡＤＡＢＡＳ
バックアップ

ＡＤＡＢＡＳ
バックアップ

⑤⑤⑤⑤

プロテクション
ログ

②②②②

③③③③

④④④④
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４．２．３　一般データセット保全方式

　一般データセットについては，パラメタデータ等の業務データおよびＪＣＬ，ロードモジュール等の

ライブラリとして利用している．重要データセットとしてマスタ登録されたデータセットの中で，前日

に更新のあったデータセットを翌日にまとめてファイル転送することでデータ保全を実現している．

データ保全の流れは以下のとおり（図１０図１０図１０図１０参照）．

① 業務システムにより正センタの重要データセットが更新される．
② 運用終了時データセットバックアップシステムにより，更新のあった重要データセットをＡＲＣＳ
バックアップする．

③ 翌日データセットバックアップシステムにより，バックアップしたデータセットを保全センタへフ
ァイル転送する．

④ 転送完了後保全センタにてバックアップしたデータセットより該当重要データセットがＡＲＣＳリ
ストアされ，データ保全が完了する．

図１０　一般データセットのデータ保全方式図１０　一般データセットのデータ保全方式図１０　一般データセットのデータ保全方式図１０　一般データセットのデータ保全方式

GS8600

GS8600

正センタ正センタ正センタ正センタ

一般
ＤＳ

GS8600GS8600

バックアップ
ＤＳ

FCU FCU

解凍処理
（ＡＲＣＳリストア）

解凍処理
（ＡＲＣＳリストア）

保全センタ保全センタ保全センタ保全センタ

ファイル
転送

一般
ＤＳ
一般
ＤＳ群

バックアップ
ＤＳ

一般
ＤＳ
一般
ＤＳ
一般
ＤＳ群

データセット
バックアップ

データセット
バックアップ

データセット
バックアップ

データセット
バックアップ

圧縮処理
（ＡＲＣＳバックアップ）

圧縮処理
（ＡＲＣＳバックアップ）

①①①① ②②②②
③③③③

④④④④

４．２．４　重要ＭＴ保全方式

　重要ＭＴについては，各種業務データのバックアップ用として使用している．したがって，重要Ｍ

Ｔ登録されたＭＴのうち前日に実更新のあったＭＴを翌日にリモートＭＴＬを利用し，保全センタに

複写することでデータ保全を実現している．

データ保全の流れは以下のとおり（図１１図１１図１１図１１参照）．

① 業務ＡＰＬにより正センタの重要ＭＴが更新される．
② 翌日ＭＴバックアップシステムにより，更新のあった重要ＭＴをリモートＭＴＬを利用し，保全セ
ンタに複写する．
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GS8600

GS8600

SCL3

GS8600GS8600

ＭＴＣＰ
業務
ＡＰＬ

業務
ＡＰＬ

図１１　重要ＭＴのデータ保全方式図１１　重要ＭＴのデータ保全方式図１１　重要ＭＴのデータ保全方式図１１　重要ＭＴのデータ保全方式

SCL3

ＭＴ
バックアップ

正センタ正センタ正センタ正センタ 保全センタ保全センタ保全センタ保全センタ

ＭＴの
複写

リモートＭＴＬリモートＭＴＬリモートＭＴＬリモートＭＴＬセンターＭＴＬセンターＭＴＬセンターＭＴＬセンターＭＴＬ

①①①① ②②②②

５．システム構築・移行作業軽減のための方策

　ＡＩＭ／ＤＢのデータ保全を実施するためには，富士通提供の標準ソフト（ＡＩＭ／ＴＪＮＬ，ＡＩＭ／

ＢＫＵＰ）の利用だけでなく，業務システムの変更作業およびセンタ運用作業の軽減などを目的と

して様々な方策を実施する必要があった．以下ではその方策について説明する．

５．１ ログ無しデータ保全ツールの作成
　前述した様に業務のバッチ処理は，ログ有り更新とログ無し更新の組合せから成っているが，ロ

グ有り更新データの保全は，基本的に標準ソフトにより行われる．しかし，ログ無し更新について

は，標準ソフトだけでは自動化運用がベースの当社には適応できない点があり，業務ジョブの中

にＴＤＵＭＰの取得・転送・反映を実現するためのログ無しデータ保全ツール開発し，運用の自動

化を実現した．

　また，このログ無しデータ保全ツールとログ有り更新での保全は方式が異なるため，同期を取る

必要があり，その仕組みを開発すると同時に，業務処理運用の推奨パターンを提示し，バッチジョ

ブ構成の標準化も実施した．

① ログ停止：
該当のスキーマに対するリカバリレベルの変更（ＲＩＳＴＲＩＣＴ－ＤＢコマンド）によるＨＬＦログ

の停止およびＳＴＯＰ－ＴＲＤコマンドによるＴＲＤログの停止を行う．

② ＴＤＵＭＰ取得：
ログ無し処理を実施するスキーマ群を全ダンプグループとして予め登録しておくことにより，Ｔ

ＤＵＭＰユーティリティーの制御文を自動作成し，ＴＤＵＭＰを取得する．

③ ＴＤＵＭＰ転送：
取得したＴＤＵＭＰデータの全てまたは指定スキーマ分のデータをファイル転送により，保全

センタへ送る．

④ ＴＬＯＡＤジョブ起動：
保全センタでのＴＤＵＭＰデータ受信後，ＴＤＵＭＰ転送にて指定したＴＬＯＡＤジョブを起動する．

⑤ ＴＬＯＡＤ処理：
受信したＴＤＵＭＰデータにより保全センタのＤＢにＴＬＯＡＤし，ログ無し更新を反映する．

５．２　ＢＡＣＣＡＳの採用

バックアップセンタ自動化用ソフトであるＢＡＣＣＡＳ（ＢＡＣｋ－ｕｐ Ｃｅｎｔｅｒ Ａｕｔｏ ｏｐｅｒａｔｉｏｎ
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ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ）を採用し，ログ有り更新のデータ保全時での保全センタでの分類・反映

処理の実行制御の自動化および実行状況監視におけるインフラシステム構築工数・運用負荷を

軽減した．

以下にＢＡＣＣＡＳの主な機能について述べる．

① ＴＲＤログ情報の管理：
ログ切り替えごとに起動される分類処理状況の管理と業務ごとに分類されたログファイルの

業務ＤＢへの反映状況を一括管理する．

② ＴＲＤログ分類・反映処理の自動起動制御：
予め登録されたＢＡＣＣＡＳ登録票およびひな形ＪＣＬにより，正センタでのログ切り替えを契

機にＡＩＭ－ＢＫＵＰと連携して分類ジョブを自動起動する．更に，分類ジョブの終了分類され

た業務毎に反映ジョブを自動起動する．

５．３　バックアップ環境登録支援ツールの作成

　ＡＩＭ／ＤＢのバックアップを行うためには，表３表３表３表３に示す様々な定義体を作成し，登録する必要が

ある．しかし，これらの情報は基本的に保全対象のスキーマ（ＸＩＦスキーマはＡＩＭディレクトリの情

報からバックアップ登録支援ツールにより自動展開）を指定すればすべて自動創成可能な定義で

あるため，自動創成および登録をオンライン画面から指示できるバックアップ登録支援ツールを作

成したことで，環境定義における定義量が約１／５（９１７１／１８３３ライン）と画期的に軽減され，

定義ミスの防止にも絶大な効果を発揮した．

表３　ＡＩＭ／ＤＢバックアップ関連定義体表３　ＡＩＭ／ＤＢバックアップ関連定義体表３　ＡＩＭ／ＤＢバックアップ関連定義体表３　ＡＩＭ／ＤＢバックアップ関連定義体

定義体名 内容 作成単位 使用センタ 使用ソフト

ＴＲＤ取得

リスト

ＴＲＤログを取得する対象のスキーマ

（ＸＩＦスキーマも含む）を指定する．
１つ 正センタ ＡＩＭ－ＴＪＮＬ

ＴＳＦ

スキーマ

ＴＳＦ（ＴＲＤログの反映状態を管理す

るＡＩＭ配下の一般データセット）のス

キーマ定義．

業務ごと 保全センタ ＡＩＭ－ＢＫＵＰ

反映

サブスキーマ

反映ユーティリティで使用するサブス

キーマ定義．
〃 〃 〃

反映ＰＥＤ
反映ユーティリティで使用するＰＥＤ

定義．
〃 〃 〃

ＴＳＦ ＴＤＵＭＰ

パラメタ

ＴＳＦのＴＤＵＭＰを取得するためのＴ

ＤＵＭＰユーティリティー実行時のパ

ラメタ．

１つ 〃 ＡＩＭ

ＢＡＣＣＡＳ

登録票

分類・反映ジョブを起動するための情

報を管理しているＢＣＦ（Ｂａｃｃａｓ Ｃｏ

ｎｔｒｏｌ Ｆｉｌｅ）の登録票

１つ 〃 ＢＡＣＣＡＳ

分類ひな形

ＪＣＬ

ＴＲＤログを分類グループ（当社では

業務単位）へ分類するユーティリティ

を実行するＪＣＬのひな形．

１つ 〃 ＢＡＣＣＡＳ

反映ひな形

ＪＣＬ

分類後のＴＲＤログから保全センタの

ＤＢに反映するためのユーティリティ

を実行するＪＣＬのひな形．

業務ごと 〃 ＢＡＣＣＡＳ

５．４　データ整合性チェックツールの作成

　被災および電気設備点検時のバックアップ運用を行うに当たり も重要なのは正センタと保全

センタの間でデータの整合性が保たれていることである．富士通提供ソフトおよび手作りインフラ

ソフトなどが確実に動作していれば整合性は保証されるが，万が一を想定し，各種整合性チェック
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ツールを作成した．なお，この整合性チェックツールはＡＩＭ／ＤＢのみではなく，ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢ，

一般データセットについても作成した．

表４　整合性チェックツール一覧表４　整合性チェックツール一覧表４　整合性チェックツール一覧表４　整合性チェックツール一覧

整合性チェックツールの種類 ツール概要

ＤＳコンペア 正センタと保全センタ間でＶＴＯＣ情報を比較チェックする．
一般ファイル

整合性確認 保全対象外ＤＳ

存在チェック

保全センタに保全対象外の一般ファイルが存在しないこと

をＶＴＯＣ情報によりチェックする．

ＤＢ格納状態

チェック

正センタと保全センタ間でＡＩＭ／ＤＢ（ＸＩＦも含む）のデー

タ格納状態を比較チェックする．

ＤＢレコード内容

比較チェック

正センタと保全センタ間で指定したＡＩＭ／ＤＢレコード内

容を全件比較チェックする．

ＡＩＭ／ＤＢ

整合性確認

保全対象外ＤＢ存

在チェック

保全センタに保全対象外のＡＩＭ／ＤＢが存在しないことを

ＶＴＯＣ情報によりチェックする．

ＡＩＭ／ＤＢ運用ミスチェック
全ダンプグループの情報を定義するマスタ上にスキーマ

に対応するＸＩＦが全て登録されているかをチェックする．

ＡＩＭ／ＤＢ強制反映

正センタと保全センタのＡＩＭ／ＤＢにて整合性異常が発

生した場合に，正センタのＡＩＭ／ＤＢを，ファイル転送によ

り保全センタのＡＩＭ／ＤＢへ強制反映する．

ＡＤＡＲＥＰ比較

チェック

正センタと保全センタ間でＡＤＡＢＡＳ／ＤＢのデータ格納

状態を比較チェックする．ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢ

整合性確認 アンロードファイル

比較チェック

正センタと保全センタ間で指定したＡＤＡＢＡＳ／ＤＢファイ

ル内容を全件比較チェックする．

６．導入スケジュールと体制

　今回の富士通機２拠点化システム構築は，期間にして約１年半，のべ作業工数が約５００人月と

いう大規模なものであった．導入スケジュールを図１２図１２図１２図１２，導入体制を表５表５表５表５に示す．

　この大規模なシステム構築で，運用開始を問題なく実施するためには，第一にインフラグループ

の打ち合わせ（参加人数約２０名）を週に１回ペースで実施し，情報の共有化，問題点の解決，進

捗状況の把握，モチベーションの維持を図った．

 第二には業務システムグループを交えた全体での工程会議（参加人数約５０名）を月に１回実施

し，業務システムグループが実施する変更作業の方式，テスト方式についての調整を行った．

 後にもっとも効果があったのは，運用中の計算機停止については制約があるため，平日のテ

スト環境整備を充実させると同時に，限られた休日テストについては，有効に利用するためテスト

項目等を選定し，工数を惜しまず，可能な限り 大限に実施したことである．

 その結果，インフラシステムについては運用開始４ヵ月前にはシステムテストを完了し，業務シス

テムについても同じく平成１０年８月末には変更を完了した．これにより，運用テストを長期間実施

できた．
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図１２　導入スケジュール図１２　導入スケジュール図１２　導入スケジュール図１２　導入スケジュール

表５　導入体制表５　導入体制表５　導入体制表５　導入体制

社名 主な作業内容
作業人数

（総合テスト時）

インフラ関係

中部電力

シーティーアイ

富士通等

全般管理，インフラシステム

開発・管理
１２０名

業務関係
中部電力

関係会社
業務システム改修，移行 　６０名

総合計 １８０名

７．今後の計画

　当社では，平成１０年４月に１２，０００台のＷｉｎｄｏｗｓ端末を導入し，Ｅメール・ファイル共用など

のイントラネットによる業務支援サービスを実現している．このＷｉｎｄｏｗｓ端末を基幹業務に利用

したいというのは，コストダンウンや利用者の利便性から見ても当然である．また，デファクトスタ

ンダードのアーキテクチャとすることで，運用管理・監視といったインフラソフトのみならず業務ソフ

トにおいてもパッケージソフトの採用による開発・運用・保守負荷の低減を図ることができる．

　そこで，ＵＮＩＸをサーバとして，Ｗｉｎｄｏｗｓ端末でホスト－サーバとの連携はＴＣＰ／ＩＰでという，

オープン化を推進することを決定し，平成１３年４月の運用開始を目指して構築中である．

　このオープン化のシステムは，２拠点化よりもさらに大規模なシステム構築となるため，今回の

経験を十分生かして開発に当たりたいと考えている．

８．むすび

　今回の富士通機２拠点化システムの第１の目的である被災時のバックアップ運用については，

当然実績は無いが，電力という公共性の高い事業の業務処理が被災時も稼動可能な様にデータ

保全されているということは意義深いことだと考えている．

　なお，第２の目的であった被災時および電気設備点検等のセンタ停止時のバックアップ運用に

ついては，平成１１年１月３１日に名駅南センタの電気設備点検が行われ，稲永センタでのバック

アップ運用により，業務処理の停止を防ぐことができた（今後は年２～３回の予定）．

　また，導入スケジュールと体制で述べたとおり，今回のシステム構築は，長い期間に渡る大規模

なものであったが，その全体に関わり，ハードウェア・ソフトウェアの選定からインフラシステムの

開発，プロジェクト管理，業務システムグループとの調整等を体験し，結果として運用開始を問題

平成９年平成９年平成９年平成９年 平成１０年平成１０年平成１０年平成１０年 Ｈ１１年Ｈ１１年Ｈ１１年Ｈ１１年

項  目項  目項  目項  目 １０ 月１０ 月１０ 月１０ 月 １１ 月１１ 月１１ 月１１ 月 １２ 月１２ 月１２ 月１２ 月 １ 月１ 月１ 月１ 月 ２ 月２ 月２ 月２ 月 ３ 月３ 月３ 月３ 月 ４ 月４ 月４ 月４ 月 ５ 月５ 月５ 月５ 月 ６ 月６ 月６ 月６ 月 ７ 月７ 月７ 月７ 月 ８ 月８ 月８ 月８ 月 ９ 月９ 月９ 月９ 月 １０ 月１０ 月１０ 月１０ 月 １１ 月１１ 月１１ 月１１ 月 １２ 月１２ 月１２ 月１２ 月 １ 月１ 月１ 月１ 月

▲テスト用ＧＳ搬入▲テスト用ＧＳ搬入▲テスト用ＧＳ搬入▲テスト用ＧＳ搬入 ▲インフラテスト１▲インフラテスト１▲インフラテスト１▲インフラテスト１ ▲総合テスト１▲総合テスト１▲総合テスト１▲総合テスト１
▲ＭＴＬ搬入▲ＭＴＬ搬入▲ＭＴＬ搬入▲ＭＴＬ搬入 ▲インフラテスト２▲インフラテスト２▲インフラテスト２▲インフラテスト２ ▲総合テスト２▲総合テスト２▲総合テスト２▲総合テスト２
▲ディスク事前分割▲ディスク事前分割▲ディスク事前分割▲ディスク事前分割 ▲インフラ障害テスト▲インフラ障害テスト▲インフラ障害テスト▲インフラ障害テスト

▲名駅南ＧＳ搬入▲名駅南ＧＳ搬入▲名駅南ＧＳ搬入▲名駅南ＧＳ搬入 　▲ネットワークテスト１　▲ネットワークテスト１　▲ネットワークテスト１　▲ネットワークテスト１
▲ネットワークテスト２▲ネットワークテスト２▲ネットワークテスト２▲ネットワークテスト２

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ハードハードハードハード
関係関係関係関係

開発開発開発開発
工程工程工程工程

運  用運  用運  用運  用

本番環境での本番環境での本番環境での本番環境での
総合テスト総合テスト総合テスト総合テスト

ﾃﾞｨｽｸ分割計画ﾃﾞｨｽｸ分割計画ﾃﾞｨｽｸ分割計画ﾃﾞｨｽｸ分割計画 MTL移MTL移MTL移MTL移
行計画行計画行計画行計画

移行移行移行移行
計画計画計画計画

業務変更詳細検討業務変更詳細検討業務変更詳細検討業務変更詳細検討

基本基本基本基本
設計設計設計設計

ＭＴ移行（稲永）ＭＴ移行（稲永）ＭＴ移行（稲永）ＭＴ移行（稲永）

テスト用ＧＳと名駅南ＧＳテスト用ＧＳと名駅南ＧＳテスト用ＧＳと名駅南ＧＳテスト用ＧＳと名駅南ＧＳ
の接続テストの接続テストの接続テストの接続テスト

展開テスト（富士通沼津工場）展開テスト（富士通沼津工場）展開テスト（富士通沼津工場）展開テスト（富士通沼津工場）
（2/2～6/20）（2/2～6/20）（2/2～6/20）（2/2～6/20）

サーバＲＦＣ１００６展開サーバＲＦＣ１００６展開サーバＲＦＣ１００６展開サーバＲＦＣ１００６展開SURESURESURESURE
展開展開展開展開

テスト詳細計画テスト詳細計画テスト詳細計画テスト詳細計画

移行移行移行移行
設計設計設計設計

総合テスト総合テスト総合テスト総合テスト
／移行／移行／移行／移行

業務テスト業務テスト業務テスト業務テスト

テスト用ＧＳでのテスト（稲永）テスト用ＧＳでのテスト（稲永）テスト用ＧＳでのテスト（稲永）テスト用ＧＳでのテスト（稲永）

総合ﾃｽﾄ計画総合ﾃｽﾄ計画総合ﾃｽﾄ計画総合ﾃｽﾄ計画

詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設計／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設計／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設計／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設計／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃｽﾄ／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃｽﾄ／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃｽﾄ／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃｽﾄ

結合テスト結合テスト結合テスト結合テスト システムテストシステムテストシステムテストシステムテスト 運用テスト運用テスト運用テスト運用テスト
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無く迎えることができたのは，今後に生かせる貴重な経験であった．

　 後に，今回のシステム構築に関して，ご指導・ご教示いただいた富士通(株)はじめ，その他メ

ーカ・協力会社・およびその関係者に対し，深く感謝申し上げます．
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付表１　富士通機２拠点化システムにおける必要資源付表１　富士通機２拠点化システムにおける必要資源付表１　富士通機２拠点化システムにおける必要資源付表１　富士通機２拠点化システムにおける必要資源

種別 資源名 機能 備考

ＡＴＭ
拠点間の高速（１５６ＭＢ）通信を実

現する．

導入当時リモートＦＣＵはＡＴ

Ｍ対応していなかったため，

主にファイル転送で使用．

ＣＬＡＤ
ＡＴＭによる低速通信インターフェス

を提供する．

リモートＦＣＵ（６ＭＢ），リモ

ートＭＴＬ（３ＭＢ）で使用．

リモートＦＣＵ
ＡＩＭのＴＲＤログを相手拠点へ即時

転送し，ミラーリングを実現する．

Ｆ１７１０Ｒ，Ｆ６４９３，ＬＸ－Ｒ

にて構成．

ハード

ウェア

リモートＭＴＬ

（ＳＣＬ３）

相手拠点にあるＭＴＬを遠隔チャネ

ル接続し，利用する．

ＰｏｗｅｒＡＩＭ／

ＴＪＮＬ

ＡＩＭ／ＤＢの更新差分データである

ＴＲＤログを取得する．

ＡＩＭ／ＤＢ差分バックアップ

の必須ソフト

ＡＩＭ／ＢＫＵＰ
バックアップセンタ構築支援機能（Ｔ

ＲＤの分類，反映等）
〃

ＲＥＭＯＴＥＭＧＲ
リモートＦＣＵの設定や状態管理を

行う．

リモートＦＣＵによるＡＩＭ／ＤＢ

差分バックアップの必須ソフト

ＢＡＣＣＡＳ
ＴＲＤの分類，反映の自動化を支援

する．

標準

ＰＰ

ＮＥＴＳＴＡＧＥ
ＳＵＲＥ上で動作し，サーバに対する

セッション振り分けを行う．

ＡＩＭ／ＤＢバッ

クアップ支援

ＡＩＭ／ＤＢのログ無し更新時のデー

タ保全を自動化する．

ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢ

バックアップ管理

ＡＤＡＢＡＳ／ＤＢのデータ保全の制

御および，一括管理を行う．

データセットバ

ックアップ管理

一般データセットのデータ保全の制

御および，一括管理を行う．

ＭＴバックアッ

プ管理

ＭＴのデータ保全の制御および，一

括管理を行う．

バックアップ環

境登録支援

バックアップ用に定義する様々な環

境定義体を 小の定義内容より，

自動創成する．

開発

ソフト

データ整合性

チェック

正センタと保全センタ間でのデータ

の整合性をチェックする．


